
筑紫野
　意見交換が３つのテーマに分かれたワ
ークショップ形式ということで、自分が
聞きたい話だけでなく、さまざまな情報
を得られたことがとても良かったです。
　ぜひ、機会がありましたらまた参加し
たいと思います。

　７月豪雨災害で被害を受けられまし
た皆様に心よりお見舞い申し上げま

す。７月６日は、１３時から一般質問要約、各常任委員
会、議会報告会の原稿チェックの為、広報委員会を開催
していました。ところが、議員控室の雨漏り対応、鷺田
川の水位が増し、市役所の車の移動や高尾川が氾濫した
との連絡が入る等、ほとんど作業ができず、次の広報委
員会の時は、修正箇所が多数となってしまいました。
　市民の皆様にとってわかりやすい紙面となっていれば
嬉しいです。これからもより良い議会だよりを目指し、
取り組んで参ります。（山本委員）

　被災されました皆様に心よりお見

舞い申し上げます。

　筑紫野市議会といたしましては、

市と手を携え、１日も早い復興と生

活再建が図られるよう全力で取り組

む所存でございます。
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平成30年７月豪雨災害

鹿島　康生委 員 長

副委員長 波多江祐介
委　　員

辻本美惠子・井上　剛士
古賀　新悟・山本加奈子

【今回の表紙】
市内の産業シリーズ

1861年創業　博多織最古の織元
西村織物株式会社

博多織帯、着尺、小物の製造および販売

議会報告会に参加された
井上　幸子さん

議 会 を 見 に い く Vol.8 参加者の声

◇議会報告会に参加されていかがでしたか？

ワークショップ形式が新鮮でした

編集後記



参加者の声　

・災害時の退避できる道路の複線化
・自分の命は自分で守ることが基本
・隣接市との災害時等の相互支援協定の検討
・行政区単位の自主防災訓練の必要性
・「自助努力」他人事ではないという意識が大事

・通学路に防犯カメラを
・自転車のマナー向上、教育指導
・通学路の清掃、雑草、水溜り対策
・コミュニティを中心としたサポーター登録
・地域の方による登下校時の子どもの見守り

・通学路の危険箇所の点検と改善が必要
・新庁舎周辺の渋滞改善
・自転車の運転マナーの徹底
・車優先の社会から、歩行者優先に
・カーブミラーの増設を
・ゾーン３０でのスピードの指導

テーマごとの意見交換
（付箋紙に記入していただいた内容の一部を紹介）

ワークショップ形式で意見交換！

まずは、アイスブレイク。「今朝の朝食はなんです
か」などのお題で自己紹介をしました。

意見交換中に新たに出た意見については、議員が付
箋紙に記入し、模造紙に貼りました。

前の班で出された意見などを説明し、同様に意見交
換を行い、さらに議論を深めました。

議員がテーマの説明を行い、付箋紙に意見を書いて
いただきました。

意見を書いた付箋紙を模造紙に貼っていただきまし
た。

(1)議会だよりを使用した
　 議会報告（平成30年度
予算、各常任委員会報告）

(2)質疑応答（各会場で合計
60件の質疑をいただきま
した。）

(3)テーマごとの意見交換
　（ワークショップ形式）

  ① 災害対応
  ② 学校と地域の連携
  ③ 道路の安全対策

議員が３つの班から出された意見を集約し、発表し
ました。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
見
交
換
の

　
　
　
　
　
　
　ま
と
め
は
Ｐ４
へ

今回はテーマごとに意見交換とい

う形式で進められたことは親しみ

を感じました。

今回の取組は大変有意義だったと思いま

す。議会の報告は議員の姿勢が理解できま

した。ワークショップで出された分を今後

検討し、また実行に移していただけるよう

お願いします。

ワークショップなど参加型は、議員

さんと近づく良い機会だと思いまし

た。

資料がまとめられて分かり易くて良

い。評価する。議会だよりが良い。

70代男性50代女性70代女性50代男性

第８回
議会報告会

参加していただいた皆様、ありがとうございました。

開催しました

開催日 会場名 参加者数

１７人筑紫野市議会議場

山家コミュニティセンター

山口コミュニティセンター

筑紫南コミュニティセンター

御笠コミュニティセンター

筑紫コミュニティセンター

二日市東コミュニティセンター

１３人

１３人

１０人

１７人

２０人

２６人

１１６人

5月15日

5月16日

5月17日

合　計

災害対応

学校と地域の連携

道路の安全対策

議会だより筑紫野 平成 30 年 8月15日 181号　議会だより筑紫野3 2



参加者の声　

・災害時の退避できる道路の複線化
・自分の命は自分で守ることが基本
・隣接市との災害時等の相互支援協定の検討
・行政区単位の自主防災訓練の必要性
・「自助努力」他人事ではないという意識が大事

・通学路に防犯カメラを
・自転車のマナー向上、教育指導
・通学路の清掃、雑草、水溜り対策
・コミュニティを中心としたサポーター登録
・地域の方による登下校時の子どもの見守り

・通学路の危険箇所の点検と改善が必要
・新庁舎周辺の渋滞改善
・自転車の運転マナーの徹底
・車優先の社会から、歩行者優先に
・カーブミラーの増設を
・ゾーン３０でのスピードの指導

テーマごとの意見交換
（付箋紙に記入していただいた内容の一部を紹介）

ワークショップ形式で意見交換！

まずは、アイスブレイク。「今朝の朝食はなんです
か」などのお題で自己紹介をしました。

意見交換中に新たに出た意見については、議員が付
箋紙に記入し、模造紙に貼りました。

前の班で出された意見などを説明し、同様に意見交
換を行い、さらに議論を深めました。

議員がテーマの説明を行い、付箋紙に意見を書いて
いただきました。

意見を書いた付箋紙を模造紙に貼っていただきまし
た。

(1)議会だよりを使用した
　 議会報告（平成30年度
予算、各常任委員会報告）

(2)質疑応答（各会場で合計
60件の質疑をいただきま
した。）

(3)テーマごとの意見交換
　（ワークショップ形式）

  ① 災害対応
  ② 学校と地域の連携
  ③ 道路の安全対策

議員が３つの班から出された意見を集約し、発表し
ました。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
見
交
換
の

　
　
　
　
　
　
　ま
と
め
は
Ｐ４
へ

今回はテーマごとに意見交換とい

う形式で進められたことは親しみ

を感じました。

今回の取組は大変有意義だったと思いま

す。議会の報告は議員の姿勢が理解できま

した。ワークショップで出された分を今後

検討し、また実行に移していただけるよう

お願いします。

ワークショップなど参加型は、議員

さんと近づく良い機会だと思いまし

た。

資料がまとめられて分かり易くて良

い。評価する。議会だよりが良い。

70代男性50代女性70代女性50代男性

第８回
議会報告会

参加していただいた皆様、ありがとうございました。

開催しました

開催日 会場名 参加者数

１７人筑紫野市議会議場

山家コミュニティセンター

山口コミュニティセンター

筑紫南コミュニティセンター

御笠コミュニティセンター

筑紫コミュニティセンター

二日市東コミュニティセンター

１３人

１３人

１０人

１７人

２０人

２６人

１１６人

5月15日

5月16日

5月17日

合　計

災害対応

学校と地域の連携

道路の安全対策
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幅員が狭く、勾配が急な箇所が多い
砂利道の農道

現地視察を行う委員

「
災
害
対
応
」

○
災
害
前

　
災
害
時
に
ど
う
い
っ
た

人
を
助
け
た
ら
い
い
の

か
、
ま
た
、
自
分
が
ど
う

い
っ
た
行
動
を
す
れ
ば
い

い
の
か
が
わ
か
ら
な
い
の

で
、
日
頃
か
ら
向
こ
う
三

軒
両
隣
と
い
う
言
葉
の
と

お
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
大
事
だ

と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

○
災
害
時

　
避
難
所
に
は
、
３
日
間

の
食
料
を
備
蓄
し
な
さ
い

と
専
門
家
の
方
が
よ
く
言

わ
れ
ま
す
が
、
本
当
に
必

要
な
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
地
域
に
よ
っ
て
は
必
要

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、

避
難
所
と
な
る
公
民
館
に

行
く
こ
と
さ
え
も
難
し
い

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い

う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
性
が
か
な
り
大
き
い

と
い
う
こ
と
が
今
回
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。

○
「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る

　
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
と
い
う
こ
と
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
認
識
し
て
い
た
だ
い
た

と
思
い
ま
す
。

　
「
ご
家
族
、
隣
近
所
を

助
け
る
た
め
に
も
、
ま
ず

は
自
分
の
命
を
守
る
こ
と

が
大
切
だ
」
と
確
認
し
ま

し
た
。

総
務
市
民
常
任
委
員
会

「
学
校
と
地
域
の
連
携
」

○
子
ど
も
の
「
命
」
を
守
る

　
登
下
校
時
の
見
守
り
な

ど
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ

っ
て
全
て
の
学
校
で
実
施

さ
れ
て
い
る
と
報
告
を
受

け
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
交
通
事
故
防
止
、
不

審
者
対
策
な
ど
、
子
ど
も

の
見
守
り
体
制
が
出
来
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
そ
の
他
見
守
り
の
方
々

の
高
齢
化
、
自
転
車
通
学

生
徒
の
マ
ナ
ー
教
育
、
信

号
機
や
横
断
歩
道
の
設

置
、
交
通
規
制
な
ど
多
く

の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。

○
学
習
支
援

　
学
力
向
上
に
む
け
て
、

地
域
と
連
携
し
た
取
り
組

み
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
夕
方
ま

で
自
主
学
習
の
た
め
開

放
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

っ
て
の
学
習
指
導
、
放
課

後
学
習
指
導
な
ど
地
域
で

の
学
習
支
援
の
輪
が
広
が

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

○
環
境
整
備

　
通
学
路
の
草
刈
、
清

掃
、
水
溜
り
対
策
、
学
校

内
で
の
花
壇
整
備
、
花
苗

づ
く
り
で
地
域
に
供
給
な

ど
、
学
校
内
外
で
の
活
動

を
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
区
で

特
色
の
あ
る
活
動
を
報
告

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

「
道
路
の
安
全
対
策
」

○
危
険
箇
所
の
把
握

　
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
っ

た
「
道
路
の
安
全
対
策
」

に
関
し
て
は
、
引
き
続
き

危
険
箇
所
の
把
握
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
新
庁
舎
へ

の
ア
ク
セ
ス
に
関
し
て
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
重
要
性

を
認
識
し
ま
し
た
。
委
員

会
と
し
て
、
今
後
バ
リ
ア

フ
リ
ー
実
現
に
向
け
調

査
・
研
究
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

○
危
険
箇
所
の
点
検

　
６
月
の
委
員
会
で
、
特

に
意
見
の
多
か
っ
た
新
庁

舎
周
辺
の
道
路
整
備
箇
所

や
、
道
路
の
危
険
箇
所
を

視
察
に
行
き
ま
し
た
。

建
設
環
境
常
任
委
員
会

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

　
　
　
　
　
　
　 総
合
整
備
計
画

放
課
後
児
童
支
援
員

　
　
　
　
　
　
　対
象
者
の
拡
大

総務市民常任委員会

文教福祉常任委員会

　
本
道
寺
・
柚
須
原
・
香

園
地
区
に
お
い
て
、
農
作

業
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
農
道
の
整
備
を

計
画
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と

す
る
第
11
次
辺
地
総
合
整

備
計
画
を
策
定
す
る
も
の

で
す
。

工
事
に
当
た
っ

て
地
元
の
負
担

は
あ
る
の
か
。

筑
紫
野
市
農
林

業
事
業
費
分
担

金
徴
収
条
例
に
基
づ
い
て
、

事
業
費
か
ら
補
助
金
を
差

し
引
い
た
額
の
10
分
の
１

を
特
定
財
源
と
し
て
地
元

に
負
担
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
原
案
で
は
事
業
費
か
ら

補
助
金
を
差
し
引
い
た
額

の
10
分
の
１
を
特
定
財
源

で
ま
か
な
う
こ
と
と
し
て

い
る
が
、
辺
地
対
策
事
業

は
過
去
の
経
緯
か
ら
見
る

と
、
財
源
は
補
助
金
と
起

債
で
ま
か
な
う
こ
と
が
適

当
で
あ
り
、
過
去
の
事
業

と
整
合
が
取
れ
る
よ
う
財

源
内
訳
を
変
更
す
る
も
の

で
す
。

委
員
会
で
は
全
員
一
致
で

修
正
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
が
公
布
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
筑
紫
野

市
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　
放
課
後
児
童
支
援
員
の

基
礎
資
格
に
つ
い
て
、
教

員
免
許
状
の
更
新
を
受
け

て
い
な
い
場
合
の
取
扱
い

を
明
確
に
し
、
有
効
な
教

員
免
許
状
を
取
得
し
た
も

の
を
対
象
と
す
る
こ
と
、

ま
た
、
５
年
以
上
の
実
務

経
験
が
あ
り
、
市
長
が
認

め
た
者
に
対
象
を
拡
大
す

る
も
の
で
す
。

教
員
免
許
等
の

資
格
を
有
す
る

者
と
そ
れ
以
外
の
者
の
賃

金
の
差
が
あ
る
の
か
。

教
員
免
許
等
の

資
格
を
所
有
し

て
い
る
者
は
支
援
員
、
所

有
し
て
い
な
い
者
は
補
助

員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
た

め
差
が
発
生
す
る
。

採
用
す
る
た

め
の
枠
を
広

げ
、
人
員
の
確
保
を
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
よ
い

か
。

そ
の
と
お
り

で
あ
る
。

　修正

可決

全員一致

可決

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

修
正
案
の
趣
旨

採
決

執
行
部

議
員

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

筑
紫
野
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

ワークショップのまとめ 今後、皆様のご意見を反映できるよう、議論していきます。

辺地とは
　山間地で、政令で定める要件に該当
する地域が対象とされています。
　本市では次の地区が該当します。
①本道寺・柚須原・香園地区
②平等寺地区
③上西山地区

皆様の意見を地図でまとめました。
詳細につきましては、ホームページで掲
載しております。
（写真：山口、筑紫地区）
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幅員が狭く、勾配が急な箇所が多い
砂利道の農道

現地視察を行う委員

「
災
害
対
応
」

○
災
害
前

　
災
害
時
に
ど
う
い
っ
た

人
を
助
け
た
ら
い
い
の

か
、
ま
た
、
自
分
が
ど
う

い
っ
た
行
動
を
す
れ
ば
い

い
の
か
が
わ
か
ら
な
い
の

で
、
日
頃
か
ら
向
こ
う
三

軒
両
隣
と
い
う
言
葉
の
と

お
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
大
事
だ

と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

○
災
害
時

　
避
難
所
に
は
、
３
日
間

の
食
料
を
備
蓄
し
な
さ
い

と
専
門
家
の
方
が
よ
く
言

わ
れ
ま
す
が
、
本
当
に
必

要
な
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
地
域
に
よ
っ
て
は
必
要

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、

避
難
所
と
な
る
公
民
館
に

行
く
こ
と
さ
え
も
難
し
い

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い

う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
性
が
か
な
り
大
き
い

と
い
う
こ
と
が
今
回
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。

○
「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る

　
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
と
い
う
こ
と
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
認
識
し
て
い
た
だ
い
た

と
思
い
ま
す
。

　
「
ご
家
族
、
隣
近
所
を

助
け
る
た
め
に
も
、
ま
ず

は
自
分
の
命
を
守
る
こ
と

が
大
切
だ
」
と
確
認
し
ま

し
た
。

総
務
市
民
常
任
委
員
会

「
学
校
と
地
域
の
連
携
」

○
子
ど
も
の
「
命
」
を
守
る

　
登
下
校
時
の
見
守
り
な

ど
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ

っ
て
全
て
の
学
校
で
実
施

さ
れ
て
い
る
と
報
告
を
受

け
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
交
通
事
故
防
止
、
不

審
者
対
策
な
ど
、
子
ど
も

の
見
守
り
体
制
が
出
来
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
そ
の
他
見
守
り
の
方
々

の
高
齢
化
、
自
転
車
通
学

生
徒
の
マ
ナ
ー
教
育
、
信

号
機
や
横
断
歩
道
の
設

置
、
交
通
規
制
な
ど
多
く

の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。

○
学
習
支
援

　
学
力
向
上
に
む
け
て
、

地
域
と
連
携
し
た
取
り
組

み
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
夕
方
ま

で
自
主
学
習
の
た
め
開

放
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

っ
て
の
学
習
指
導
、
放
課

後
学
習
指
導
な
ど
地
域
で

の
学
習
支
援
の
輪
が
広
が

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

○
環
境
整
備

　
通
学
路
の
草
刈
、
清

掃
、
水
溜
り
対
策
、
学
校

内
で
の
花
壇
整
備
、
花
苗

づ
く
り
で
地
域
に
供
給
な

ど
、
学
校
内
外
で
の
活
動

を
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
区
で

特
色
の
あ
る
活
動
を
報
告

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

「
道
路
の
安
全
対
策
」

○
危
険
箇
所
の
把
握

　
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
っ

た
「
道
路
の
安
全
対
策
」

に
関
し
て
は
、
引
き
続
き

危
険
箇
所
の
把
握
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
新
庁
舎
へ

の
ア
ク
セ
ス
に
関
し
て
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
重
要
性

を
認
識
し
ま
し
た
。
委
員

会
と
し
て
、
今
後
バ
リ
ア

フ
リ
ー
実
現
に
向
け
調

査
・
研
究
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

○
危
険
箇
所
の
点
検

　
６
月
の
委
員
会
で
、
特

に
意
見
の
多
か
っ
た
新
庁

舎
周
辺
の
道
路
整
備
箇
所

や
、
道
路
の
危
険
箇
所
を

視
察
に
行
き
ま
し
た
。

建
設
環
境
常
任
委
員
会

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

　
　
　
　
　
　
　 総
合
整
備
計
画

放
課
後
児
童
支
援
員

　
　
　
　
　
　
　対
象
者
の
拡
大

総務市民常任委員会

文教福祉常任委員会

　
本
道
寺
・
柚
須
原
・
香

園
地
区
に
お
い
て
、
農
作

業
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
農
道
の
整
備
を

計
画
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と

す
る
第
11
次
辺
地
総
合
整

備
計
画
を
策
定
す
る
も
の

で
す
。

工
事
に
当
た
っ

て
地
元
の
負
担

は
あ
る
の
か
。

筑
紫
野
市
農
林

業
事
業
費
分
担

金
徴
収
条
例
に
基
づ
い
て
、

事
業
費
か
ら
補
助
金
を
差

し
引
い
た
額
の
10
分
の
１

を
特
定
財
源
と
し
て
地
元

に
負
担
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
原
案
で
は
事
業
費
か
ら

補
助
金
を
差
し
引
い
た
額

の
10
分
の
１
を
特
定
財
源

で
ま
か
な
う
こ
と
と
し
て

い
る
が
、
辺
地
対
策
事
業

は
過
去
の
経
緯
か
ら
見
る

と
、
財
源
は
補
助
金
と
起

債
で
ま
か
な
う
こ
と
が
適

当
で
あ
り
、
過
去
の
事
業

と
整
合
が
取
れ
る
よ
う
財

源
内
訳
を
変
更
す
る
も
の

で
す
。

委
員
会
で
は
全
員
一
致
で

修
正
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
が
公
布
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
筑
紫
野

市
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　
放
課
後
児
童
支
援
員
の

基
礎
資
格
に
つ
い
て
、
教

員
免
許
状
の
更
新
を
受
け

て
い
な
い
場
合
の
取
扱
い

を
明
確
に
し
、
有
効
な
教

員
免
許
状
を
取
得
し
た
も

の
を
対
象
と
す
る
こ
と
、

ま
た
、
５
年
以
上
の
実
務

経
験
が
あ
り
、
市
長
が
認

め
た
者
に
対
象
を
拡
大
す

る
も
の
で
す
。

教
員
免
許
等
の

資
格
を
有
す
る

者
と
そ
れ
以
外
の
者
の
賃

金
の
差
が
あ
る
の
か
。

教
員
免
許
等
の

資
格
を
所
有
し

て
い
る
者
は
支
援
員
、
所

有
し
て
い
な
い
者
は
補
助

員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
た

め
差
が
発
生
す
る
。

採
用
す
る
た

め
の
枠
を
広

げ
、
人
員
の
確
保
を
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
よ
い

か
。

そ
の
と
お
り

で
あ
る
。

　修正

可決

全員一致

可決

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

修
正
案
の
趣
旨

採
決

執
行
部

議
員

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

筑
紫
野
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

ワークショップのまとめ 今後、皆様のご意見を反映できるよう、議論していきます。

辺地とは
　山間地で、政令で定める要件に該当
する地域が対象とされています。
　本市では次の地区が該当します。
①本道寺・柚須原・香園地区
②平等寺地区
③上西山地区

皆様の意見を地図でまとめました。
詳細につきましては、ホームページで掲
載しております。
（写真：山口、筑紫地区）
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日 月 火 水 木 金 土
8/19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 9/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

※変更する場合があります。

　
平
成
11
年
に
作
業
員
３
人
が
死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し
て
以
来
、

県
は
事
業
主
に
対
し
て
、
埋
め
立
て
許
可
容
量
を
超
え
て
埋
め
立
て

ら
れ
た
廃
棄
物
及
び
残
存
す
る
受
託
廃
棄
物
の
早
期
撤
去
を
求
め
て

き
ま
し
た
が
、
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
筑
紫
野
市
議
会
で

は
、
昨
年
７
月
の
処
分
場
視
察
に
お
い
て
、
廃
塗
料
容
器
の
腐
食
や

盛
土
の
剥
離
等
、
将
来
に
お
い
て
不
安
要
因
と
な
り
得
る
状
態
を
確

認
し
ま
し
た
。
住
民
に
生
活
環
境
保
全
上
の
支
障
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
問
題
で
あ
る
た
め
、
県
に
対
し
、
迅
速
か
つ
適
切
な
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
要
望
す
る
も
の
で
す
。

概

　要

筑
紫
駅
北
地
区
の
都
市
計
画
決
定

新
庁
舎
で
使
用
す
る
備
品
を
購
入

建設環境常任委員会

庁舎建設特別委員会

　
筑
紫
駅
北
地
区
都
市
計

画
決
定
は
、
民
間
開
発
で

あ
り
、
低
層
住
宅
の
誘
導

を
図
る
区
域
が
約
2.6

　

、

工
場
、
店
舗
等
の
業
務
施

設
の
誘
導
を
図
る
地
区
が

約
1.4

　

で
あ
り
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

敷
地
面
積
の
最

低
限
度
は
ど
の

よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
か
。

敷
地
面
積
の
狭

い
建
物
が
立
ち

並
ぶ
こ
と
を
防
ぎ
、
良
好

な
住
環
境
を
確
保
す
る
観

点
か
ら
、
市
と
事
業
主
で

協
議
を
行
い
決
定
し
て
い

る
。

既
に
工
事
が
開

始
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に

つ
い
て
伺
う
。

都
市
計
画
審
議

会
を
経
て
、
都

市
計
画
決
定
が
な
さ
れ
、

本
年
４
月
13
日
に
福
岡
県

で
区
画
整
理
事
業
の
認
可

が
決
定
さ
れ
た
為
、
事
業

が
開
始
さ
れ
た
。

　
今
回
審
査
し
た
２
議
案

は
い
ず
れ
も
新
庁
舎
に
整

備
す
る
備
品
を
購
入
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
、
ラ
ッ
ク
、
机
、

椅
子
等
の
入
札
を
市
で
行

っ
た
も
の
で
す
。
契
約
金

額
が
そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
０

万
円
を
超
え
る
た
め
、
地

方
自
治
法
及
び
条
例
の
規

定
に
よ
り
議
会
の
議
決
が

必
要
な
た
め
、
委
員
会
と

し
て
審
査
し
ま
し
た
。

備
品
購
入
に
対

す
る
考
え
方
や

用
途
に
つ
い
て
伺
う
。

新
庁
舎
の
備
品

整
備
に
つ
い
て

は
現
庁
舎
で
使
用
し
て
い

る
備
品
を
引
き
続
き
利

用
・
活
用
し
て
い
く
一
方

で
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
や
ラ

ッ
ク
な
ど
の
老
朽
化
し
た

備
品
は
買
い
替
え
、
新
設

さ
れ
る
研
修
室
や
多
目
的

室
等
に
設
置
す
る
机
、
椅

子
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
備
品
は
新
た
に
取
得

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
委
員
会
で
は
、
２
議
案

の
審
査
、
庁
舎
建
設
工
事

の
進
捗
に
つ
い
て
市
の
担

当
課
か
ら
説
明
を
受
け
た

後
、
現
地
の
視
察
を
行
い
、

委
員
会
と
し
て
工
事
が
順

調
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を

確
認
致
し
ま
し
た
。

全員一致

可決

全員一致

可決

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

　

　
　
　
　
　
　
　
　条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

山
神
ダ
ム
上
流
域
産
業
廃
棄
物
処
分
場

問
題
に
関
す
る
意
見
書

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

現
地
視
察

執
行
部

議
員

財
産
（
物
品
）
の
取
得

６月定例会　審議結果
（６月８日～６月２６日）　

条例・・・・６件（５件　原案可決、１件　修正可決）　　　
予算・・・・１件（原案可決）　　　
専決処分・・３件（承認）
その他・・・１４件（原案可決）
陳情・・・・１件（「給与所得等に係る市町村民税・道府県民税特別徴収税額の決定・
　　　　　　　　変更通知書（特別徴収義務者用）」マイナンバー記載の中止を求める陳情書）
議員発議・・１件（山神ダム上流域産業廃棄物処分場問題に関する意見書）原案可決

議案の内容は、
市のホームページを
ご覧下さい。

意見書

１．県営山神ダム
上流域産業廃棄

物処分場に関して
、事業主に

よる、埋立許可容
量を超えて

埋め立てられた廃
棄物及び残

存する受託廃棄物
の撤去が早

期に履行されるよ
う県の責任

において、実効性
のある計画

を立て、厳重な監
視、強い指

導を行うこと。

２．産業廃棄物処
分場施設周辺の

環境が、将来にわ
たり安全確

保が出来るように
抜本的対策

を講じること。

ha

ha

市
議
会
関
係
日
程
の
お
知
ら
せ

一般質問 一般質問 本会議
最終日

請願・陳情
12時受付締切

本会議
初日

本会議

常任委員会 常任委員会 常任委員会 常任委員会 

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

①産廃
②庁舎
特別委員会
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日 月 火 水 木 金 土
8/19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 9/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

※変更する場合があります。

　
平
成
11
年
に
作
業
員
３
人
が
死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し
て
以
来
、

県
は
事
業
主
に
対
し
て
、
埋
め
立
て
許
可
容
量
を
超
え
て
埋
め
立
て

ら
れ
た
廃
棄
物
及
び
残
存
す
る
受
託
廃
棄
物
の
早
期
撤
去
を
求
め
て

き
ま
し
た
が
、
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
筑
紫
野
市
議
会
で

は
、
昨
年
７
月
の
処
分
場
視
察
に
お
い
て
、
廃
塗
料
容
器
の
腐
食
や

盛
土
の
剥
離
等
、
将
来
に
お
い
て
不
安
要
因
と
な
り
得
る
状
態
を
確

認
し
ま
し
た
。
住
民
に
生
活
環
境
保
全
上
の
支
障
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
問
題
で
あ
る
た
め
、
県
に
対
し
、
迅
速
か
つ
適
切
な
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
要
望
す
る
も
の
で
す
。

概

　要

筑
紫
駅
北
地
区
の
都
市
計
画
決
定

新
庁
舎
で
使
用
す
る
備
品
を
購
入

建設環境常任委員会

庁舎建設特別委員会

　
筑
紫
駅
北
地
区
都
市
計

画
決
定
は
、
民
間
開
発
で

あ
り
、
低
層
住
宅
の
誘
導

を
図
る
区
域
が
約
2.6

　

、

工
場
、
店
舗
等
の
業
務
施

設
の
誘
導
を
図
る
地
区
が

約
1.4

　

で
あ
り
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

敷
地
面
積
の
最

低
限
度
は
ど
の

よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
か
。

敷
地
面
積
の
狭

い
建
物
が
立
ち

並
ぶ
こ
と
を
防
ぎ
、
良
好

な
住
環
境
を
確
保
す
る
観

点
か
ら
、
市
と
事
業
主
で

協
議
を
行
い
決
定
し
て
い

る
。

既
に
工
事
が
開

始
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に

つ
い
て
伺
う
。

都
市
計
画
審
議

会
を
経
て
、
都

市
計
画
決
定
が
な
さ
れ
、

本
年
４
月
13
日
に
福
岡
県

で
区
画
整
理
事
業
の
認
可

が
決
定
さ
れ
た
為
、
事
業

が
開
始
さ
れ
た
。

　
今
回
審
査
し
た
２
議
案

は
い
ず
れ
も
新
庁
舎
に
整

備
す
る
備
品
を
購
入
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
、
ラ
ッ
ク
、
机
、

椅
子
等
の
入
札
を
市
で
行

っ
た
も
の
で
す
。
契
約
金

額
が
そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
０

万
円
を
超
え
る
た
め
、
地

方
自
治
法
及
び
条
例
の
規

定
に
よ
り
議
会
の
議
決
が

必
要
な
た
め
、
委
員
会
と

し
て
審
査
し
ま
し
た
。

備
品
購
入
に
対

す
る
考
え
方
や

用
途
に
つ
い
て
伺
う
。

新
庁
舎
の
備
品

整
備
に
つ
い
て

は
現
庁
舎
で
使
用
し
て
い

る
備
品
を
引
き
続
き
利

用
・
活
用
し
て
い
く
一
方

で
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
や
ラ

ッ
ク
な
ど
の
老
朽
化
し
た

備
品
は
買
い
替
え
、
新
設

さ
れ
る
研
修
室
や
多
目
的

室
等
に
設
置
す
る
机
、
椅

子
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
備
品
は
新
た
に
取
得

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
委
員
会
で
は
、
２
議
案

の
審
査
、
庁
舎
建
設
工
事

の
進
捗
に
つ
い
て
市
の
担

当
課
か
ら
説
明
を
受
け
た

後
、
現
地
の
視
察
を
行
い
、

委
員
会
と
し
て
工
事
が
順

調
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を

確
認
致
し
ま
し
た
。

全員一致

可決

全員一致

可決

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

　

　
　
　
　
　
　
　
　条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

山
神
ダ
ム
上
流
域
産
業
廃
棄
物
処
分
場

問
題
に
関
す
る
意
見
書

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

現
地
視
察

執
行
部

議
員

財
産
（
物
品
）
の
取
得

６月定例会　審議結果
（６月８日～６月２６日）　

条例・・・・６件（５件　原案可決、１件　修正可決）　　　
予算・・・・１件（原案可決）　　　
専決処分・・３件（承認）
その他・・・１４件（原案可決）
陳情・・・・１件（「給与所得等に係る市町村民税・道府県民税特別徴収税額の決定・
　　　　　　　　変更通知書（特別徴収義務者用）」マイナンバー記載の中止を求める陳情書）
議員発議・・１件（山神ダム上流域産業廃棄物処分場問題に関する意見書）原案可決

議案の内容は、
市のホームページを
ご覧下さい。

意見書

１．県営山神ダム
上流域産業廃棄

物処分場に関して
、事業主に

よる、埋立許可容
量を超えて

埋め立てられた廃
棄物及び残

存する受託廃棄物
の撤去が早

期に履行されるよ
う県の責任

において、実効性
のある計画

を立て、厳重な監
視、強い指

導を行うこと。

２．産業廃棄物処
分場施設周辺の

環境が、将来にわ
たり安全確

保が出来るように
抜本的対策

を講じること。

ha

ha

市
議
会
関
係
日
程
の
お
知
ら
せ

一般質問 一般質問 本会議
最終日

請願・陳情
12時受付締切

本会議
初日

本会議

常任委員会 常任委員会 常任委員会 常任委員会 

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

①産廃
②庁舎
特別委員会
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筑紫野市政の
　ここが知りたい!!

一般
質問

　６月定例会の一般質問では、市政について１０人の
議員が２１題目にわたり質問しました。
　質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

▲市内の公園遊具シリーズその３：弥生の杜 遊ゆう公園（筑紫野市大字永岡１４３５番地）

写真下の（　）は所属会派又は所属政党

会 

派

つくし野　 →つくし野
市民会議　→市民会議
公明党　　→公明党筑紫野市議団
日本共産党→日本共産党
（－）　　　→会派・政党いずれにも
　　　　　　所属しない議員

質 問 題 目   一 覧

①行財政改革への取り組みは
②今後の市政運営の思いは

■ 鹿島　康生　議員

①農業振興について
②児童通学の安全について

■ 波多江　祐介　議員

①ＬＧＢＴの方々の人権と支援について
②精神医療機関の長期入院について

■ 西村　和子　議員

①運転免許自主返納高齢者への支援について
②高齢者向けの運動公園の充実について

■ 中山　雄夫　議員　

①国保「都道府県化」における本市の対応について
②国保の「子どもの均等割保険税減免制度」の新設
　について

■ 古賀　新悟　議員　

①教員免許状の更新制度について
②都市計画道路の整備について

■ 平嶋　正一　議員

①家庭ごみ・事業ゴミの搬出状況について
■ 白石　卓也　議員

①萩原グラウンド等スポーツ施設の補修整備等に
　ついて
②認知症の人の保険加入について

■ 田中　允　議員

①高齢者福祉について
②障がい者福祉について

■ 山本　加奈子　議員

①市民の安全安心を守るための災害対応について
②災害対応避難所運営について
③公共交通網整備の将来像について
④小・中学生への学習支援活動について

■ 辻本　美惠子　議員

クリック！

インターネットで本会議の映像を視聴できます。
本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。 筑紫野市議会

行
財
政
改
革
へ
の
取

り
組
み
は

議
員
　
第
五
次
総
合
計
画

の
進
捗
状
況
は

企
画
政
策
部
長
　
総
合
計

画
に
掲
げ
る
28
の
施
策
、

１
２
２
の
基
本
事
業
の
そ

れ
ぞ
れ
に
設
け
て
お
り
ま

す
成
果
指
標
に
よ
り
把
握

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　
初
年
度
の
評
価
結
果
は
、

施
策
の
成
果
指
標
の
約
６

割
、
基
本
事
業
の
成
果
指

標
の
約
７
割
で
成
果
の
向

上
が
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
第
五
次
総
合
計
画

の
目
標
達
成
の
取
り
組
み

は企
画
政
策
部
長
　
所
管
に

お
い
て
、
成
果
指
標
の
達

成
状
況
を
分
析
し
、
次
年

度
に
向
け
て
の
取
り
組
み

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

総
合
計
画
の
成
果
指
標
を

踏
ま
え
た
上
で
、
設
定
す

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す

今
後
の
市
政
運
営
の

思
い
は

議
員
　
市
長
就
任
２
期
目

の
実
績
は

市
長
　
就
任
後
「
人
づ
く

り
」
「
職
員
の
意
識
改

革
」
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
進
め
る
た
め
に
は
、
そ

の
財
源
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
「
財
源
な
く
し
て
政

策
な
し
」
「
全
て
市
民
の

血
税
」
で
あ
る
こ
と
を
意

識
し
た
事
業
展
開
、
財
政

運
営
に
つ
と
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
二
期
目
に
は
「
市
庁
舎

建
設
」
、
「
高
尾
川
・
鷺

田
川
の
河
川
改
修
」
、

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
」
、
「
地
域
公
共
交

通
」
そ
し
て
「
筑
紫
駅
西

口
区
画
整
理
事
業
」
を
重

点
施
策
と
し
て
全
力
で
取

り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

議
員
　
３
期
目
の
思
い
は

市
長
　
市
民
の
皆
様
が
よ

り
一
層
誇
り
を
持
ち
、

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住

み
続
け
た
い
」
と
感
じ
て

い
た
だ
け
る
安
全
安
心
の

「
ひ
か
り
輝
く
筑
紫
野

市
」
を
つ
く
り
上
げ
る
た

め
、
全
力
で
使
命
を
果
た

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

議
員
　
大
阪
北
部
地
震
で

は
小
学
生
が
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
下
敷
き
と
な
っ
た
事
故

が
発
生
し
た
。
市
内
の
通

学
路
を
実
際
に
歩
い
た
が
、

道
幅
や
交
通
量
な
ど
状
況

は
変
化
す
る
。
通
学
路
を

再
度
見
直
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

教
育
部
長
　
意
見
を
取
り

入
れ
変
更
し
て
い
る
。
カ

ラ
ー
舗
装
や
路
面
標
示
な

ど
の
改
善
を
行
う
。

議
員
　
新
潟
市
に
お
い
て

痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し

た
。
文
科
省
調
査
（
Ｈ
27

年
）
全
国
小
学
校
の
63
・

１
％
が
集
団
登
下
校
の
実

施
。
他
市
で
は
Ｉ
Ｃ
を
活

用
し
た
新
た
な
機
器
の
導

入
も
多
く
、
中
間
市
や
福

岡
市
の
半
数
の
小
学
校
で

導
入
を
し
て
い
る
。
本
市

の
導
入
見
解
は
。

教
育
部
長
　
集
団
登
下
校

は
現
状
に
応
じ
て
必
要
。

笛
は
入
学
時
に
配
布
し
て

い
る
。
Ｉ
Ｃ
活
用
に
つ
い

て
は
調
査
を
行
う
。

農
地
の
保
全
は
豪
雨

な
ど
防
災
の
観
点
か

ら
も
大
き
な
役
割
が

あ
る

議
員
　
農
業
政
策
は
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
る
な
か
、

本
市
で
は
、
和
牛
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
県
を
代
表
し
て

三
宅
牧
場
が
出
場
し
第
９

区
で
一
等
。
県
肉
用
牛
生

産
者
の
共
励
会
に
て
平
嶋

牧
場
が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
。
「
農
事
組
合
法

人
三
水
う
ま
い
ち
」
は
麦

作
に
お
い
て
全
国
農
業
協

同
組
合
中
央
会
会
長
賞
受

賞
。
こ
の
よ
う
な
成
果
は

農
業
従
事
者
に
夢
を
与
え
、

励
み
と
な
っ
た
。

　
引
き
続
き
農
業
振
興
は

重
要
と
考
え
る
。
中
山
間

地
な
ど
耕
作
条
件
が
不
利

な
農
地
や
耕
作
放
棄
地
の

現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
。

環
境
経
済
部
長
　
農
家
数

や
耕
地
面
積
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。
農
業
委
員
会
と

連
携
し
耕
作
放
棄
地
の
解

消
に
努
め
る
。

地
産
地
消
の
推
進
は

議
員
　
Ｊ
Ａ
筑
紫
青
年
部

は
「
さ
つ
ま
い
も
コ
ロ
ッ

ケ
」
を
開
発
し
、
地
産
地

消
を
推
進
し
て
い
る
。
Ｊ

Ａ
全
国
青
年
大
会
に
て
最

優
秀
賞
。
地
元
で
栽
培
し

た
野
菜
を
給
食
に
導
入
し
、

食
育
に
も
繋
が
る
と
考
え

る
。

環
境
経
済
部
長
　
価
格
と

数
量
お
よ
び
規
格
が
求
め

ら
れ
る
の
で
連
携
し
て
進

め
る
。

通
学
路
の
変
更
や
安
全
対
策
が
必
要

点
検
を
順
次
行
い
改
善
を
す
る

藤
田
市
長
３
期
目
へ
の
思
い
は

全
力
で
使
命
を
果
た
し
ま
す

鹿島 康生
（つくし野）

波多江 祐介
（つくし野）

地域の方による農水路の整備

議
員

教
育
部
長

環
境
経
済
部
長

教
育
部
長

議
員

環
境
経
済
部
長

議
員

議
員

議
員

企
画
政
策
部
長

議
員

企
画
政
策
部
長

市
長

議
員

市
長

議
員
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筑紫野市政の
　ここが知りたい!!

一般
質問

　６月定例会の一般質問では、市政について１０人の
議員が２１題目にわたり質問しました。
　質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

▲市内の公園遊具シリーズその３：弥生の杜 遊ゆう公園（筑紫野市大字永岡１４３５番地）

写真下の（　）は所属会派又は所属政党

会 

派

つくし野　 →つくし野
市民会議　→市民会議
公明党　　→公明党筑紫野市議団
日本共産党→日本共産党
（－）　　　→会派・政党いずれにも
　　　　　　所属しない議員

質 問 題 目   一 覧

①行財政改革への取り組みは
②今後の市政運営の思いは

■ 鹿島　康生　議員

①農業振興について
②児童通学の安全について

■ 波多江　祐介　議員

①ＬＧＢＴの方々の人権と支援について
②精神医療機関の長期入院について

■ 西村　和子　議員

①運転免許自主返納高齢者への支援について
②高齢者向けの運動公園の充実について

■ 中山　雄夫　議員　

①国保「都道府県化」における本市の対応について
②国保の「子どもの均等割保険税減免制度」の新設
　について

■ 古賀　新悟　議員　

①教員免許状の更新制度について
②都市計画道路の整備について

■ 平嶋　正一　議員

①家庭ごみ・事業ゴミの搬出状況について
■ 白石　卓也　議員

①萩原グラウンド等スポーツ施設の補修整備等に
　ついて
②認知症の人の保険加入について

■ 田中　允　議員

①高齢者福祉について
②障がい者福祉について

■ 山本　加奈子　議員

①市民の安全安心を守るための災害対応について
②災害対応避難所運営について
③公共交通網整備の将来像について
④小・中学生への学習支援活動について

■ 辻本　美惠子　議員

クリック！

インターネットで本会議の映像を視聴できます。
本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。 筑紫野市議会

行
財
政
改
革
へ
の
取

り
組
み
は

議
員
　
第
五
次
総
合
計
画

の
進
捗
状
況
は

企
画
政
策
部
長
　
総
合
計

画
に
掲
げ
る
28
の
施
策
、

１
２
２
の
基
本
事
業
の
そ

れ
ぞ
れ
に
設
け
て
お
り
ま

す
成
果
指
標
に
よ
り
把
握

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　
初
年
度
の
評
価
結
果
は
、

施
策
の
成
果
指
標
の
約
６

割
、
基
本
事
業
の
成
果
指

標
の
約
７
割
で
成
果
の
向

上
が
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
第
五
次
総
合
計
画

の
目
標
達
成
の
取
り
組
み

は企
画
政
策
部
長
　
所
管
に

お
い
て
、
成
果
指
標
の
達

成
状
況
を
分
析
し
、
次
年

度
に
向
け
て
の
取
り
組
み

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

総
合
計
画
の
成
果
指
標
を

踏
ま
え
た
上
で
、
設
定
す

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す

今
後
の
市
政
運
営
の

思
い
は

議
員
　
市
長
就
任
２
期
目

の
実
績
は

市
長
　
就
任
後
「
人
づ
く

り
」
「
職
員
の
意
識
改

革
」
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
進
め
る
た
め
に
は
、
そ

の
財
源
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
「
財
源
な
く
し
て
政

策
な
し
」
「
全
て
市
民
の

血
税
」
で
あ
る
こ
と
を
意

識
し
た
事
業
展
開
、
財
政

運
営
に
つ
と
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
二
期
目
に
は
「
市
庁
舎

建
設
」
、
「
高
尾
川
・
鷺

田
川
の
河
川
改
修
」
、

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
」
、
「
地
域
公
共
交

通
」
そ
し
て
「
筑
紫
駅
西

口
区
画
整
理
事
業
」
を
重

点
施
策
と
し
て
全
力
で
取

り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

議
員
　
３
期
目
の
思
い
は

市
長
　
市
民
の
皆
様
が
よ

り
一
層
誇
り
を
持
ち
、

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住

み
続
け
た
い
」
と
感
じ
て

い
た
だ
け
る
安
全
安
心
の

「
ひ
か
り
輝
く
筑
紫
野

市
」
を
つ
く
り
上
げ
る
た

め
、
全
力
で
使
命
を
果
た

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

議
員
　
大
阪
北
部
地
震
で

は
小
学
生
が
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
下
敷
き
と
な
っ
た
事
故

が
発
生
し
た
。
市
内
の
通

学
路
を
実
際
に
歩
い
た
が
、

道
幅
や
交
通
量
な
ど
状
況

は
変
化
す
る
。
通
学
路
を

再
度
見
直
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

教
育
部
長
　
意
見
を
取
り

入
れ
変
更
し
て
い
る
。
カ

ラ
ー
舗
装
や
路
面
標
示
な

ど
の
改
善
を
行
う
。

議
員
　
新
潟
市
に
お
い
て

痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し

た
。
文
科
省
調
査
（
Ｈ
27

年
）
全
国
小
学
校
の
63
・

１
％
が
集
団
登
下
校
の
実

施
。
他
市
で
は
Ｉ
Ｃ
を
活

用
し
た
新
た
な
機
器
の
導

入
も
多
く
、
中
間
市
や
福

岡
市
の
半
数
の
小
学
校
で

導
入
を
し
て
い
る
。
本
市

の
導
入
見
解
は
。

教
育
部
長
　
集
団
登
下
校

は
現
状
に
応
じ
て
必
要
。

笛
は
入
学
時
に
配
布
し
て

い
る
。
Ｉ
Ｃ
活
用
に
つ
い

て
は
調
査
を
行
う
。

農
地
の
保
全
は
豪
雨

な
ど
防
災
の
観
点
か

ら
も
大
き
な
役
割
が

あ
る

議
員
　
農
業
政
策
は
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
る
な
か
、

本
市
で
は
、
和
牛
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
県
を
代
表
し
て

三
宅
牧
場
が
出
場
し
第
９

区
で
一
等
。
県
肉
用
牛
生

産
者
の
共
励
会
に
て
平
嶋

牧
場
が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
。
「
農
事
組
合
法

人
三
水
う
ま
い
ち
」
は
麦

作
に
お
い
て
全
国
農
業
協

同
組
合
中
央
会
会
長
賞
受

賞
。
こ
の
よ
う
な
成
果
は

農
業
従
事
者
に
夢
を
与
え
、

励
み
と
な
っ
た
。

　
引
き
続
き
農
業
振
興
は

重
要
と
考
え
る
。
中
山
間

地
な
ど
耕
作
条
件
が
不
利

な
農
地
や
耕
作
放
棄
地
の

現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
。

環
境
経
済
部
長
　
農
家
数

や
耕
地
面
積
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。
農
業
委
員
会
と

連
携
し
耕
作
放
棄
地
の
解

消
に
努
め
る
。

地
産
地
消
の
推
進
は

議
員
　
Ｊ
Ａ
筑
紫
青
年
部

は
「
さ
つ
ま
い
も
コ
ロ
ッ

ケ
」
を
開
発
し
、
地
産
地

消
を
推
進
し
て
い
る
。
Ｊ

Ａ
全
国
青
年
大
会
に
て
最

優
秀
賞
。
地
元
で
栽
培
し

た
野
菜
を
給
食
に
導
入
し
、

食
育
に
も
繋
が
る
と
考
え

る
。

環
境
経
済
部
長
　
価
格
と

数
量
お
よ
び
規
格
が
求
め

ら
れ
る
の
で
連
携
し
て
進

め
る
。

通
学
路
の
変
更
や
安
全
対
策
が
必
要

点
検
を
順
次
行
い
改
善
を
す
る

藤
田
市
長
３
期
目
へ
の
思
い
は

全
力
で
使
命
を
果
た
し
ま
す

鹿島 康生
（つくし野）

波多江 祐介
（つくし野）

地域の方による農水路の整備

議
員

教
育
部
長

環
境
経
済
部
長

教
育
部
長

議
員

環
境
経
済
部
長

議
員

議
員

議
員

企
画
政
策
部
長

議
員

企
画
政
策
部
長

市
長

議
員

市
長

議
員
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西村 和子
（市民会議）

中山 雄夫
（つくし野）

古賀 新悟
（日本共産党）

平嶋 正一
（つくし野）

２
年
間
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

の
方
々
へ
の
対
応
と

進
捗
は
　

議
員
　
28
年
６
月
議
会
で

質
問
し
た
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の

方
々
の
権
利
保
障
に
つ
い

て
」
以
降
、
筑
紫
野
市
で

は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取

ら
れ
た
か
尋
ね
る
。

教
育
部
長
　
児
童
生
徒
へ

の
教
育
に
つ
い
て
は
、
平

成
29
年
度
に
小
学
校
２
校
、

中
学
校
１
校
の
３
校
が
実

施
し
て
お
り
、
今
後
と
も

対
応
に
つ
い
て
研
究
し
て

ま
い
り
た
い
。

総
務
部
長
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の

方
々
の
人
権
問
題
も
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
の
ひ
と

つ
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
し
て
人
権
教
育
・

人
権
啓
発
を
推
進
し
て
い

る
。
課
題
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

の
方
た
ち
へ
の
誤
解
や
偏

見
を
な
く
し
、
だ
れ
も
が

多
様
性
を
認
め
自
分
ら
し

く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る

社
会
づ
く
り
の
た
め
に
、

研
修
や
啓
発
を
継
続
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

議
員
　
標
準
服
見
直
し
が

行
わ
れ
て
い
る
中
学
校
が

あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
教

育
委
員
会
が
検
討
委
員
会

の
前
に
、
性
的
少
数
者
に

関
す
る
資
料
を
メ
ン
バ
ー

に
配
布
す
る
こ
と
は
で
き

る
と
考
え
る
が
。

教
育
部
長
　
考
え
る
た
め

の
資
料
配
布
、
情
報
の
提

供
を
行
い
た
い
。

精
神
医
療
機
関
へ
の

社
会
的
入
院
の
把
握

は

議
員
　
人
権
侵
害
と
も
い

え
る
精
神
医
療
機
関
へ
の

社
会
的
入
院
は
、
国
連
や

Ｗ
Ｈ
Ｏ
な
ど
か
ら
「
深
刻

な
人
権
侵
害
」
と
勧
告
を

受
け
て
き
た
が
改
善
で
き

て
い
な
い
。
精
神
医
療
機

関
へ
の
社
会
的
入
院
に
つ

い
て
、
レ
セ
プ
ト
点
検
で

必
要
の
な
い
入
院
の
状
況

を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

　
社
会
的
入
院
を
な
く
す

対
策
は
あ
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
精
神
障

が
い
者
の
医
療
機
関
へ
の

入
院
の
状
況
は
、
福
岡
県

が
把
握
し
て
お
り
、
本
市

で
は
把
握
し
て
い
な
い
。

レ
セ
プ
ト
点
検
で
は
、
本

人
の
病
状
の
把
握
は
困
難

で
あ
る
。
正
し
い
知
識
の

普
及
に
つ
い
て
市
広
報
紙

で
も
適
宜
掲
載
し
、
市
民

へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

調
査
・
研
究
結
果
で

の
具
体
的
支
援
策
を

問
う

議
員
　
一
年
前
の
一
般
質

問
に
お
い
て
、
運
転
免
許

証
自
主
返
納
高
齢
者
へ
の

支
援
策
に
つ
い
て
本
市
の

具
体
的
な
支
援
策
に
つ
き

お
尋
ね
し
た
際
に
は
、
筑

紫
野
市
地
域
公
共
交
通
会

議
に
て
、
検
討
状
況
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
県
や
他
市

の
取
り
組
み
事
例
を
調

査
・
研
究
し
た
い
と
の
回

答
を
頂
き
、
今
日
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

　
高
齢
化
は
一
段
と
進
む

中
で
、
こ
の
問
題
は
、
早

急
な
解
決
が
必
要
で
す
。

買
物
や
通
院
に
苦
慮
し
て

い
る
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、

障
が
い
者
を
含
め
た
移
動

支
援
対
策
の
検
討
を
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
み

な
ら
ず
、
予
約
型
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
の
制
度
化
等

の
導
入
を
希
望
し
ま
す
。

本
市
の
前
向
き
な
考
え
を

聞
き
た
い
。

企
画
政
策
部
長
　
運
転
免

許
証
を
自
主
返
納
し
た
高

齢
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
現
在
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

が
高
い
公
共
施
設
、
商
業

施
設
、
医
療
機
関
等
の
間

を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
導
入
に
つ
い
て
、
地

域
公
共
交
通
会
議
の
議
論

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い

る
。
ま
ず
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
導
入
、
既
存

の
カ
ミ
ー
リ
ヤ
バ
ス
の
利

便
性
の
向
上
な
ど
の
交
通

体
系
を
整
備
し
た
上
で
、

本
市
の
実
情
に
応
じ
た
優

遇
制
度
に
つ
い
て
、
調

査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

運
動
可
能
な
公
園
の

増
設
を
。

議
員
　
運
動
す
る
高
齢
者

の
増
加
に
伴
い
、
運
動
可

能
な
公
園
の
不
足
を
感
じ

る
。
運
動
公
園
の
新
設
は

考
え
ら
れ
な
い
の
か
問
う
。

建
設
部
長
　
高
齢
者
向
け

の
運
動
公
園
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
岡
田
中
央
公
園
、

上
原
田
公
園
な
ど
複
数
の

公
園
に
お
い
て
、
多
目
的

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
広

場
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど

高
齢
者
が
運
動
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　
公
園
は
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代

に
お
い
て
活
用
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設

で
あ
り
、
整
備
に
際
し
て

は
、
幅
広
い
世
代
の
意
見

を
で
き
る
限
り
取
り
入
れ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

運
転
免
許
証
自
主
返
納
高
齢
者
へ
の
支
援
は

優
遇
制
度
等
を
、
調
査
・
研
究
す
る

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
々
の
人
権
と
支
援
は

標
準
服
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
中
学
校
に

考
え
る
た
め
の
情
報
提
供
等
を
行
う

国
保
「
都
道
府
県
化
」

に
お
け
る
本
市
の
対

応
は

議
員
　
市
町
村
で
は
様
々

な
予
算
措
置
や
、
独
自
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

国
保
法
は
「
社
会
保
障
制

度
」
で
あ
る
こ
と
が
明
記

し
て
あ
り
、
相
互
扶
助
や

経
済
力
で
差
別
さ
れ
る
制

度
で
は
な
く
、
市
町
村
の

取
り
組
み
は
当
然
の
対
応
。

本
市
の
国
保
に
関
す
る
保

険
税
や
減
免
制
度
の
決
定

権
は
本
市
に
あ
る
こ
と
で

間
違
い
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長
　
国
保
の

都
道
府
県
化
後
も
市
町
村

の
役
割
。

議
員
　
国
保
の
「
都
道
府

県
化
」
が
始
ま
っ
た
が
、

本
市
独
自
の
減
免
制
度
は
、

引
き
続
き
守
っ
て
行
く
の

か
。

市
民
生
活
部
長
　
新
制
度

は
本
年
４
月
に
施
行
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
、
今
後
は
法

令
な
ど
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
市
と
し
て
対
応

す
る
。

議
員
　
県
が
市
に
「
納
付

金
」
を
割
り
当
て
、
市
が

被
保
険
者
か
ら
集
め
た
保

険
料
を
県
に
「
納
付
」
す

る
形
で
、
国
保
財
政
は
ま

か
な
わ
れ
る
。
県
が
各
市

に
「
納
付
金
」
の
負
担
額

を
提
示
す
る
際
、
市
町
村

ご
と
の
「
標
準
保
険
税

率
」
を
公
表
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
も
と

で
の
「
適
正
化
」
は
、
保

険
税
引
き
上
げ
も
含
ま
れ

る
の
か
。

市
民
生
活
部
長
　
国
保
財

政
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、

保
険
税
率
等
を
含
め
、
引

き
続
き
適
正
化
に
努
め
る
。

市
独
自
の
負
担
軽
減
の

制
度
を
考
え
る
べ
き

議
員
　
国
保
は
均
等
割
が

あ
る
た
め
に
、
世
帯
人
数

が
多
い
ほ
ど
保
険
税
が
高

く
な
る
仕
組
み
。
子
ど
も

一
人
に
医
療
分
と
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
の
均
等
割

合
計
額
が
課
さ
れ
て
い
る
。

　
国
保
加
入
者
の
人
頭
税

型
の
「
応
益
割
」
の
廃
止

が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、

加
入
者
の
、
生
活
応
援
と

子
育
て
支
援
の
立
場
か
ら
、

市
独
自
の
負
担
軽
減
の
制

度
を
考
え
な
い
の
か
。

市
民
生
活
部
長
　
単
独
で

制
度
化
す
る
こ
と
は
、
財

政
規
模
を
見
て
も
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
国
に
対

し
子
ど
も
に
係
る
保
険
税

の
う
ち
均
等
割
額
の
軽
減

を
図
る
措
置
を
講
じ
る
よ

う
、
市
長
会
を
通
じ
て
要

望
し
て
き
て
お
り
、
今
後

も
継
続
す
る
。

議
員
　
本
市
に
は
44
路
線

の
都
市
計
画
道
路
が
あ
り
、

こ
れ
の
整
備
が
進
む
と
、

都
市
と
し
て
成
熟
し
、
市

民
生
活
の
向
上
や
経
済
の

活
性
化
が
図
ら
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
未
整
備
路

線
も
実
在
し
て
い
る
。
都

市
計
画
道
路
は
、
法
に
基

づ
き
、
計
画
道
路
内
の
建

築
が
制
限
さ
れ
、
未
着
手

の
状
態
が
長
期
化
し
た
場

合
に
は
、
計
画
道
路
内
の

土
地
の
有
効
活
用
が
で
き

ず
、
都
市
計
画
道
路
の
実

現
を
前
提
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
が
進
ま
な
い
と
い
っ

た
障
害
が
生
じ
る
。
本
市

が
計
画
決
定
し
た
市
道
の

未
整
備
路
線
の
整
備
計
画

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

建
設
部
長
　
都
市
計
画
道

路
44
路
線
の
う
ち
、
14
路

線
が
未
完
了
と
な
っ
て
お

り
、
整
備
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
計
画
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

議
員
　
本
市
が
都
市
計
画

決
定
し
た
未
着
手
路
線
に

は
、
計
画
決
定
か
ら
50
年

以
上
が
経
過
し
た
も
の
も

あ
り
、
長
年
塩
漬
け
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
は
、

多
く
の
弊
害
が
生
じ
る
。

そ
こ
で
、
必
要
な
都
市
計

画
道
路
は
早
急
に
整
備
し
、

必
要
で
な
い
と
判
断
さ
れ

る
都
市
計
画
道
路
は
、
廃

止
や
縮
小
等
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
が
今
後
の
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
と

思
う
が
。

建
設
部
長
　
未
整
備
路
線

の
見
直
し
は
、
社
会
情
勢

の
変
化
や
費
用
対
効
果
な

ど
を
踏
ま
え
た
上
で
、
地

域
の
協
力
な
し
に
は
進
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
事
業

で
あ
り
、
今
後
必
要
に
応

じ
て
見
直
し
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
。

教
員
免
許
更
新
の
有

益
性
は

議
員
　
教
員
免
許
更
新
制

度
が
始
ま
っ
て
10
年
が
過

ぎ
た
が
、
教
員
免
許
更
新

の
有
益
性
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

教
育
部
長
　
教
員
と
し
て

必
要
な
資
質
能
力
が
確
実

に
保
持
さ
れ
、
公
教
育
全

体
の
水
準
の
引
き
上
げ
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
を

必
要
に
応
じ
て
見
直
す

国
保
の
負
担
軽
減
を

市
長
会
へ
要
望
を
継
続
す
る

整備された都市計画道路

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

議
員

企
画
政
策
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

建
設
部
長

建
設
部
長

教
育
部
長

議
員

教
育
部
長

教
育
部
長

総
務
部
長

建
設
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長
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西村 和子
（市民会議）

中山 雄夫
（つくし野）

古賀 新悟
（日本共産党）

平嶋 正一
（つくし野）

２
年
間
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

の
方
々
へ
の
対
応
と

進
捗
は
　

議
員
　
28
年
６
月
議
会
で

質
問
し
た
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の

方
々
の
権
利
保
障
に
つ
い

て
」
以
降
、
筑
紫
野
市
で

は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取

ら
れ
た
か
尋
ね
る
。

教
育
部
長
　
児
童
生
徒
へ

の
教
育
に
つ
い
て
は
、
平

成
29
年
度
に
小
学
校
２
校
、

中
学
校
１
校
の
３
校
が
実

施
し
て
お
り
、
今
後
と
も

対
応
に
つ
い
て
研
究
し
て

ま
い
り
た
い
。

総
務
部
長
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の

方
々
の
人
権
問
題
も
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
の
ひ
と

つ
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
し
て
人
権
教
育
・

人
権
啓
発
を
推
進
し
て
い

る
。
課
題
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

の
方
た
ち
へ
の
誤
解
や
偏

見
を
な
く
し
、
だ
れ
も
が

多
様
性
を
認
め
自
分
ら
し

く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る

社
会
づ
く
り
の
た
め
に
、

研
修
や
啓
発
を
継
続
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

議
員
　
標
準
服
見
直
し
が

行
わ
れ
て
い
る
中
学
校
が

あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
教

育
委
員
会
が
検
討
委
員
会

の
前
に
、
性
的
少
数
者
に

関
す
る
資
料
を
メ
ン
バ
ー

に
配
布
す
る
こ
と
は
で
き

る
と
考
え
る
が
。

教
育
部
長
　
考
え
る
た
め

の
資
料
配
布
、
情
報
の
提

供
を
行
い
た
い
。

精
神
医
療
機
関
へ
の

社
会
的
入
院
の
把
握

は

議
員
　
人
権
侵
害
と
も
い

え
る
精
神
医
療
機
関
へ
の

社
会
的
入
院
は
、
国
連
や

Ｗ
Ｈ
Ｏ
な
ど
か
ら
「
深
刻

な
人
権
侵
害
」
と
勧
告
を

受
け
て
き
た
が
改
善
で
き

て
い
な
い
。
精
神
医
療
機

関
へ
の
社
会
的
入
院
に
つ

い
て
、
レ
セ
プ
ト
点
検
で

必
要
の
な
い
入
院
の
状
況

を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

　
社
会
的
入
院
を
な
く
す

対
策
は
あ
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
精
神
障

が
い
者
の
医
療
機
関
へ
の

入
院
の
状
況
は
、
福
岡
県

が
把
握
し
て
お
り
、
本
市

で
は
把
握
し
て
い
な
い
。

レ
セ
プ
ト
点
検
で
は
、
本

人
の
病
状
の
把
握
は
困
難

で
あ
る
。
正
し
い
知
識
の

普
及
に
つ
い
て
市
広
報
紙

で
も
適
宜
掲
載
し
、
市
民

へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

調
査
・
研
究
結
果
で

の
具
体
的
支
援
策
を

問
う

議
員
　
一
年
前
の
一
般
質

問
に
お
い
て
、
運
転
免
許

証
自
主
返
納
高
齢
者
へ
の

支
援
策
に
つ
い
て
本
市
の

具
体
的
な
支
援
策
に
つ
き

お
尋
ね
し
た
際
に
は
、
筑

紫
野
市
地
域
公
共
交
通
会

議
に
て
、
検
討
状
況
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
県
や
他
市

の
取
り
組
み
事
例
を
調

査
・
研
究
し
た
い
と
の
回

答
を
頂
き
、
今
日
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

　
高
齢
化
は
一
段
と
進
む

中
で
、
こ
の
問
題
は
、
早

急
な
解
決
が
必
要
で
す
。

買
物
や
通
院
に
苦
慮
し
て

い
る
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、

障
が
い
者
を
含
め
た
移
動

支
援
対
策
の
検
討
を
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
み

な
ら
ず
、
予
約
型
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
の
制
度
化
等

の
導
入
を
希
望
し
ま
す
。

本
市
の
前
向
き
な
考
え
を

聞
き
た
い
。

企
画
政
策
部
長
　
運
転
免

許
証
を
自
主
返
納
し
た
高

齢
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
現
在
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

が
高
い
公
共
施
設
、
商
業

施
設
、
医
療
機
関
等
の
間

を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
導
入
に
つ
い
て
、
地

域
公
共
交
通
会
議
の
議
論

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い

る
。
ま
ず
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
導
入
、
既
存

の
カ
ミ
ー
リ
ヤ
バ
ス
の
利

便
性
の
向
上
な
ど
の
交
通

体
系
を
整
備
し
た
上
で
、

本
市
の
実
情
に
応
じ
た
優

遇
制
度
に
つ
い
て
、
調

査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

運
動
可
能
な
公
園
の

増
設
を
。

議
員
　
運
動
す
る
高
齢
者

の
増
加
に
伴
い
、
運
動
可

能
な
公
園
の
不
足
を
感
じ

る
。
運
動
公
園
の
新
設
は

考
え
ら
れ
な
い
の
か
問
う
。

建
設
部
長
　
高
齢
者
向
け

の
運
動
公
園
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
岡
田
中
央
公
園
、

上
原
田
公
園
な
ど
複
数
の

公
園
に
お
い
て
、
多
目
的

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
広

場
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど

高
齢
者
が
運
動
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　
公
園
は
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代

に
お
い
て
活
用
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設

で
あ
り
、
整
備
に
際
し
て

は
、
幅
広
い
世
代
の
意
見

を
で
き
る
限
り
取
り
入
れ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

運
転
免
許
証
自
主
返
納
高
齢
者
へ
の
支
援
は

優
遇
制
度
等
を
、
調
査
・
研
究
す
る

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
々
の
人
権
と
支
援
は

標
準
服
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
中
学
校
に

考
え
る
た
め
の
情
報
提
供
等
を
行
う

国
保
「
都
道
府
県
化
」

に
お
け
る
本
市
の
対

応
は

議
員
　
市
町
村
で
は
様
々

な
予
算
措
置
や
、
独
自
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

国
保
法
は
「
社
会
保
障
制

度
」
で
あ
る
こ
と
が
明
記

し
て
あ
り
、
相
互
扶
助
や

経
済
力
で
差
別
さ
れ
る
制

度
で
は
な
く
、
市
町
村
の

取
り
組
み
は
当
然
の
対
応
。

本
市
の
国
保
に
関
す
る
保

険
税
や
減
免
制
度
の
決
定

権
は
本
市
に
あ
る
こ
と
で

間
違
い
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長
　
国
保
の

都
道
府
県
化
後
も
市
町
村

の
役
割
。

議
員
　
国
保
の
「
都
道
府

県
化
」
が
始
ま
っ
た
が
、

本
市
独
自
の
減
免
制
度
は
、

引
き
続
き
守
っ
て
行
く
の

か
。

市
民
生
活
部
長
　
新
制
度

は
本
年
４
月
に
施
行
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
、
今
後
は
法

令
な
ど
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
市
と
し
て
対
応

す
る
。

議
員
　
県
が
市
に
「
納
付

金
」
を
割
り
当
て
、
市
が

被
保
険
者
か
ら
集
め
た
保

険
料
を
県
に
「
納
付
」
す

る
形
で
、
国
保
財
政
は
ま

か
な
わ
れ
る
。
県
が
各
市

に
「
納
付
金
」
の
負
担
額

を
提
示
す
る
際
、
市
町
村

ご
と
の
「
標
準
保
険
税

率
」
を
公
表
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
も
と

で
の
「
適
正
化
」
は
、
保

険
税
引
き
上
げ
も
含
ま
れ

る
の
か
。

市
民
生
活
部
長
　
国
保
財

政
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、

保
険
税
率
等
を
含
め
、
引

き
続
き
適
正
化
に
努
め
る
。

市
独
自
の
負
担
軽
減
の

制
度
を
考
え
る
べ
き

議
員
　
国
保
は
均
等
割
が

あ
る
た
め
に
、
世
帯
人
数

が
多
い
ほ
ど
保
険
税
が
高

く
な
る
仕
組
み
。
子
ど
も

一
人
に
医
療
分
と
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
の
均
等
割

合
計
額
が
課
さ
れ
て
い
る
。

　
国
保
加
入
者
の
人
頭
税

型
の
「
応
益
割
」
の
廃
止

が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、

加
入
者
の
、
生
活
応
援
と

子
育
て
支
援
の
立
場
か
ら
、

市
独
自
の
負
担
軽
減
の
制

度
を
考
え
な
い
の
か
。

市
民
生
活
部
長
　
単
独
で

制
度
化
す
る
こ
と
は
、
財

政
規
模
を
見
て
も
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
国
に
対

し
子
ど
も
に
係
る
保
険
税

の
う
ち
均
等
割
額
の
軽
減

を
図
る
措
置
を
講
じ
る
よ

う
、
市
長
会
を
通
じ
て
要

望
し
て
き
て
お
り
、
今
後

も
継
続
す
る
。

議
員
　
本
市
に
は
44
路
線

の
都
市
計
画
道
路
が
あ
り
、

こ
れ
の
整
備
が
進
む
と
、

都
市
と
し
て
成
熟
し
、
市

民
生
活
の
向
上
や
経
済
の

活
性
化
が
図
ら
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
未
整
備
路

線
も
実
在
し
て
い
る
。
都

市
計
画
道
路
は
、
法
に
基

づ
き
、
計
画
道
路
内
の
建

築
が
制
限
さ
れ
、
未
着
手

の
状
態
が
長
期
化
し
た
場

合
に
は
、
計
画
道
路
内
の

土
地
の
有
効
活
用
が
で
き

ず
、
都
市
計
画
道
路
の
実

現
を
前
提
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
が
進
ま
な
い
と
い
っ

た
障
害
が
生
じ
る
。
本
市

が
計
画
決
定
し
た
市
道
の

未
整
備
路
線
の
整
備
計
画

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

建
設
部
長
　
都
市
計
画
道

路
44
路
線
の
う
ち
、
14
路

線
が
未
完
了
と
な
っ
て
お

り
、
整
備
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
計
画
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

議
員
　
本
市
が
都
市
計
画

決
定
し
た
未
着
手
路
線
に

は
、
計
画
決
定
か
ら
50
年

以
上
が
経
過
し
た
も
の
も

あ
り
、
長
年
塩
漬
け
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
は
、

多
く
の
弊
害
が
生
じ
る
。

そ
こ
で
、
必
要
な
都
市
計

画
道
路
は
早
急
に
整
備
し
、

必
要
で
な
い
と
判
断
さ
れ

る
都
市
計
画
道
路
は
、
廃

止
や
縮
小
等
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
が
今
後
の
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
と

思
う
が
。

建
設
部
長
　
未
整
備
路
線

の
見
直
し
は
、
社
会
情
勢

の
変
化
や
費
用
対
効
果
な

ど
を
踏
ま
え
た
上
で
、
地

域
の
協
力
な
し
に
は
進
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
事
業

で
あ
り
、
今
後
必
要
に
応

じ
て
見
直
し
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
。

教
員
免
許
更
新
の
有

益
性
は

議
員
　
教
員
免
許
更
新
制

度
が
始
ま
っ
て
10
年
が
過

ぎ
た
が
、
教
員
免
許
更
新

の
有
益
性
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

教
育
部
長
　
教
員
と
し
て

必
要
な
資
質
能
力
が
確
実

に
保
持
さ
れ
、
公
教
育
全

体
の
水
準
の
引
き
上
げ
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
を

必
要
に
応
じ
て
見
直
す

国
保
の
負
担
軽
減
を

市
長
会
へ
要
望
を
継
続
す
る

整備された都市計画道路

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

議
員

企
画
政
策
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

建
設
部
長

建
設
部
長

教
育
部
長

議
員

教
育
部
長

教
育
部
長

総
務
部
長

建
設
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長
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白石 卓也
（市民会議）

山本 加奈子
（公明党）

辻本 美惠子
（市民会議）

田中 允
（－）

議
員
　
ご
み
の
出
し
方
は

大
き
く
二
つ
に
分
類
さ
れ

て
い
る
。
一
般
家
庭
か
ら

出
る
家
庭
ご
み
と
、
商
店

や
事
業
所
か
ら
出
る
事
業

ご
み
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

家
庭
ご
み
は
家
庭
系
専
用

の
袋
を
購
入
し
て
出
す
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た

事
業
ご
み
は
事
業
所
ご
と

に
許
可
業
者
と
契
約
を
結

び
事
業
系
専
用
袋
で
出
す

事
と
な
っ
て
い
る
。
事
業

ご
み
は
種
類
等
に
よ
り
さ

ま
ざ
ま
だ
が
、
そ
の
性
質

上
、
家
庭
ご
み
と
比
較
し

割
高
に
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
ル
ー
ル
が
守
ら

れ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

ま
た
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な

い
事
業
所
等
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
守
る
業
者
が
不
利

益
を
被
っ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
。
こ
の
事
は
行
政

に
対
す
る
不
信
感
に
繋
が

る
。
ご
み
の
搬
出
に
お
い

て
は
、
啓
発
、
指
導
、
監

視
が
重
要
と
な
る
が
、
現

状
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

環
境
経
済
部
長
　
搬
出
に

お
い
て
は
、
地
域
や
収
集

業
者
か
ら
の
情
報
を
も
と

に
、
現
地
調
査
の
上
、
指

導
監
視
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
等
に
よ
り
啓
発
を
実

施
し
て
い
る
。
さ
ら
な
る

適
正
な
処
理
の
徹
底
を
行

う
た
め
関
係
団
体
と
連
携

し
、
取
り
組
み
を
進
め
る
。

議
員 

重
度
障
が
い
者
・

児
の
入
院
治
療
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難

な
ケ
ー
ス
が
多
い
為
、
家

族
等
付
き
添
い
を
求
め
ら

れ
、
長
期
化
す
る
事
が
多

い
。
付
き
添
い
者
自
身
の

高
齢
化
や
親
の
介
護
、
兄

弟
姉
妹
児
の
病
気
等
が
あ

る
と
、
身
体
的
負
担
は
と

て
も
大
き
い
。
障
害
者
総

合
支
援
法
の
改
正
に
よ
り
、

支
援
区
分
６
の
方
は
、
入

院
中
も
重
度
訪
問
介
護
が

可
能
と
な
っ
た
が
、
介
護

保
険
対
象
外
の
障
が
い
児

〜
40
歳
未
満
の
方
は
、
こ

の
支
援
事
業
が
必
要
と
な

る
。
国
・
県
の
補
助
も
あ

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
実

施
し
た
場
合
の
対
象
者
数

と
市
の
見
解
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
　
対
象
と

な
る
居
宅
介
護
、
重
度
訪

問
介
護
、
行
動
援
護
、
重

度
障
害
者
等
包
括
支
援
等

の
利
用
者
は
、
２
４
１
人

で
あ
る
。
今
後
、
他
自
治

体
の
動
向
に
も
注
視
し
て

い
く
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

議
員 

介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
単
身
高
齢
者
が

病
気
療
養
中
に
受
け
ら
れ

る
支
援
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
食
の
自

立
支
援
、
寝
具
洗
濯
サ
ー

ビ
ス
、
緊
急
通
報
装
置
の

給
付
・
貸
与
等
が
あ
る
。

急
病
の
場
合
は
民
間
の
宅

食
サ
ー
ビ
ス
を
案
内
し
て

い
る
。
　

議
員 

介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
高
齢
者
が
、
認

知
症
予
防
を
受
け
た
い
場

合
の
支
援
は
。

健
康
福
祉
部
長 

認
知
症

ケ
ア
パ
ス
を
作
成
し
、
予

防
策
を
掲
載
し
て
い
る
。

ち
く
し
の
元
気
教
室
、
カ

ミ
ー
リ
ヤ
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
健
康
測
定
室
や
歩
行
訓

練
用
プ
ー
ル
が
あ
る
。
認

知
症
ケ
ア
パ
ス
は
今
後
、

筑
紫
地
区
も
の
わ
す
れ
相

談
医
に
も
配
布
し
た
い
。

議
員 

介
護
保
険
で
要
支

援
の
訪
問
介
護
等
は
、
近

隣
市
で
独
自
の
サ
ー
ビ
ス

が
開
始
し
、
報
酬
が
移
行

前
よ
り
安
価
に
な
り
、
事

業
所
撤
退
の
影
響
等
で
受

け
皿
を
心
配
す
る
声
が
あ

る
。
要
支
援
の
訪
問
介
護

等
の
担
い
手
の
現
状
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
受
け
皿

確
保
の
取
組
は
。

健
康
福
祉
部
長 

こ
れ
ま

で
の
訪
問
介
護
に
相
当
す

る
サ
ー
ビ
ス
は
継
続
す
る

の
で
同
様
に
利
用
で
き
る
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
を
活
用
し
た
サ

ー
ビ
ス
は
受
け
皿
作
り
が

必
要
で
、
今
後
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

重
度
障
が
い
者
・
児
入
院
時

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
の
実
施
を

他
自
治
体
の
動
向
を
注
視
す
る

家
庭
ご
み
・
事
業
ご
み
の
搬
出
状
況
は

ご
み
処
理
を
種
別
ご
と
に
適
正
処
理
の

徹
底
を
図
っ
て
い
く

コ
ミ
バ
ス
、
は
や
く
、

走
ら
せ
て
ほ
し
い
な

議
員
　
幹
線
軸
を
生
か
し

た
公
共
交
通
網
の
形
成
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

企
画
政
策
部
長
　
南
北
に

縦
断
す
る
鉄
道
路
線
に
沿

っ
て
公
共
施
設
、
商
業
施

設
、
医
療
機
関
等
が
立
地

し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら

の
施
設
間
の
ア
ク
セ
ス
を

高
め
る
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
た
い
。

こ
れ
に
東
西
を
走
る
路
線

バ
ス
、
カ
ミ
ー
リ
ヤ
バ
ス

と
の
結
節
点
を
設
け
、
将

来
的
に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
取
り
組
み
と
も
つ

な
い
で
、
全
市
的
な
移
動

環
境
の
構
築
を
目
指
す
。

議
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
路
線
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
な
い
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
地
域
公

共
交
通
会
議
で
合
意
形
成

の
協
議
が
整
い
次
第
、
広

報
、
Ｈ
Ｐ
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
で
周
知
を
し
た
い
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を

議
員
　
公
共
建
築
物
や
民

間
建
築
物
の
耐
震
化
、
市

街
地
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

安
全
対
策
、
道
路
に
面
し

た
看
板
や
ガ
ラ
ス
面
な
ど

の
落
下
物
の
安
全
対
策
、

点
検
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

総
務
部
長
　
公
共
建
築
物

は
耐
震
化
を
進
め
て
い
る
。

民
間
の
耐
震
化
や
安
全
対

策
に
つ
い
て
は
所
有
者
の

責
務
で
あ
り
、
市
と
し
て

は
資
料
な
ど
を
配
布
し
て
、

安
全
対
策
の
周
知
を
図
っ

て
い
る
。

議
員
　
避
難
経
路
が
通
行

不
能
と
な
る
前
に
避
難
準

備
、
高
齢
者
避
難
開
始
を

発
令
し
て
対
応
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
何
を
も
と
に

行
動
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

総
務
部
長
　
市
や
報
道
機

関
等
か
ら
様
々
な
情
報
が

あ
る
。
こ
れ
だ
け
に
頼
ら

ず
身
の
回
り
の
災
害
状
況

を
把
握
し
て
早
目
の
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。
そ
の

た
め
に
も
地
域
で
行
わ
れ

て
い
る
防
災
訓
練
、
講
座

等
に
参
加
し
て
、
防
災
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

議
員
　
避
難
所
開
設
は
初

め
に
市
職
員
が
行
う
と
さ

れ
て
い
る
が
、
地
域
住
民

と
の
協
働
で
避
難
所
運
営

の
体
制
を
と
る
と
い
う
訓

練
等
は
で
き
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長
　
訓
練
は
小
学

校
区
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

計
画
的
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
市
職
員
が

参
加
し
地
域
住
民
に
よ
る

運
営
が
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。

認
知
症
の
人
の
保
険

加
入
に
つ
い
て

議
員
　
久
留
米
市
で
は
認

知
症
の
人
の
徘
徊
中
の
事

故
に
備
え
市
が
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
を
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、
本
市
で
の
認

知
症
の
方
へ
の
対
応
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
本
市
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
４
市
１
町
で
取

り
組
み
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
認
知
症

高
齢
者
は
２
，
１
６
７
人

で
す
。
本
市
に
お
い
て
は

認
知
症
の
人
の
徘
徊
対
策

は
重
要
と
考
え
て
い
る
。

徘
徊
中
の
事
故
に
備
え
た

保
険
加
入
に
つ
い
て
は
新

た
な
取
り
組
み
で
あ
り
情

報
収
集
に
努
め
る
。

萩
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
等

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
補

修
整
備
等
に
つ
い
て

議
員
　
山
家
野
球
場
が
使

え
な
く
な
り
、
萩
原
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
、
や
む
を
得
ず

筑
前
町
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

使
用
し
て
い
る
。

　
萩
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
市

の
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
打
球
が
フ
ェ
ン
ス
を
越

え
民
家
や
駐
車
場
に
飛
び

込
ん
で
非
常
に
危
険
で
あ

る
が
、
危
険
防
止
の
た
め

フ
ェ
ン
ス
を
高
く
す
る
等

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長
　
現
在
は
飛
球

が
施
設
外
に
出
て
い
る
状

況
は
な
い
。
市
体
育
協
会

と
協
議
を
行
い
、
安
全
な

施
設
の
運
営
に
努
め
る
。

議
員
　
第
５
次
総
合
計
画

に
あ
る
年
齢
や
体
力
に
応

じ
た
機
会
の
充
実
を
図
る

と
あ
る
が
、
本
件
を
通
し

て
安
全
で
安
心
し
て
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
づ

く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
今
後
も
引
き
続

き
、
市
民
の
誰
も
が
安
全

で
安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
。

認
知
症
の
人
の
保
険
加
入
に
つ
い
て

新
た
な
取
り
組
み
な
の
で
、
情
報
収
集
等
に

努
め
る

幹
線
軸
を
生
か
し
た
公
共
交
通
軸
の
形
成
と
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
、
路
線
バ
ス
、

カ
ミ
ー
リ
ヤ
バ
ス
を
つ
な
ぐ

会議録の検索はこちらから
（６月定例会の一般質問は、８月下旬以降に検索できます）

事
業
系
指
定
袋

家
庭
系
指
定
袋

議
員

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

議
員

教
育
部
長

教
育
長

議
員

環
境
経
済
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

総
務
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長

総
務
部
長

総
務
部
長
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白石 卓也
（市民会議）

山本 加奈子
（公明党）

辻本 美惠子
（市民会議）

田中 允
（－）

議
員
　
ご
み
の
出
し
方
は

大
き
く
二
つ
に
分
類
さ
れ

て
い
る
。
一
般
家
庭
か
ら

出
る
家
庭
ご
み
と
、
商
店

や
事
業
所
か
ら
出
る
事
業

ご
み
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

家
庭
ご
み
は
家
庭
系
専
用

の
袋
を
購
入
し
て
出
す
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た

事
業
ご
み
は
事
業
所
ご
と

に
許
可
業
者
と
契
約
を
結

び
事
業
系
専
用
袋
で
出
す

事
と
な
っ
て
い
る
。
事
業

ご
み
は
種
類
等
に
よ
り
さ

ま
ざ
ま
だ
が
、
そ
の
性
質

上
、
家
庭
ご
み
と
比
較
し

割
高
に
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
ル
ー
ル
が
守
ら

れ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

ま
た
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な

い
事
業
所
等
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
守
る
業
者
が
不
利

益
を
被
っ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
。
こ
の
事
は
行
政

に
対
す
る
不
信
感
に
繋
が

る
。
ご
み
の
搬
出
に
お
い

て
は
、
啓
発
、
指
導
、
監

視
が
重
要
と
な
る
が
、
現

状
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

環
境
経
済
部
長
　
搬
出
に

お
い
て
は
、
地
域
や
収
集

業
者
か
ら
の
情
報
を
も
と

に
、
現
地
調
査
の
上
、
指

導
監
視
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
等
に
よ
り
啓
発
を
実

施
し
て
い
る
。
さ
ら
な
る

適
正
な
処
理
の
徹
底
を
行

う
た
め
関
係
団
体
と
連
携

し
、
取
り
組
み
を
進
め
る
。

議
員 

重
度
障
が
い
者
・

児
の
入
院
治
療
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難

な
ケ
ー
ス
が
多
い
為
、
家

族
等
付
き
添
い
を
求
め
ら

れ
、
長
期
化
す
る
事
が
多

い
。
付
き
添
い
者
自
身
の

高
齢
化
や
親
の
介
護
、
兄

弟
姉
妹
児
の
病
気
等
が
あ

る
と
、
身
体
的
負
担
は
と

て
も
大
き
い
。
障
害
者
総

合
支
援
法
の
改
正
に
よ
り
、

支
援
区
分
６
の
方
は
、
入

院
中
も
重
度
訪
問
介
護
が

可
能
と
な
っ
た
が
、
介
護

保
険
対
象
外
の
障
が
い
児

〜
40
歳
未
満
の
方
は
、
こ

の
支
援
事
業
が
必
要
と
な

る
。
国
・
県
の
補
助
も
あ

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
実

施
し
た
場
合
の
対
象
者
数

と
市
の
見
解
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
　
対
象
と

な
る
居
宅
介
護
、
重
度
訪

問
介
護
、
行
動
援
護
、
重

度
障
害
者
等
包
括
支
援
等

の
利
用
者
は
、
２
４
１
人

で
あ
る
。
今
後
、
他
自
治

体
の
動
向
に
も
注
視
し
て

い
く
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

議
員 

介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
単
身
高
齢
者
が

病
気
療
養
中
に
受
け
ら
れ

る
支
援
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
食
の
自

立
支
援
、
寝
具
洗
濯
サ
ー

ビ
ス
、
緊
急
通
報
装
置
の

給
付
・
貸
与
等
が
あ
る
。

急
病
の
場
合
は
民
間
の
宅

食
サ
ー
ビ
ス
を
案
内
し
て

い
る
。
　

議
員 

介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
高
齢
者
が
、
認

知
症
予
防
を
受
け
た
い
場

合
の
支
援
は
。

健
康
福
祉
部
長 

認
知
症

ケ
ア
パ
ス
を
作
成
し
、
予

防
策
を
掲
載
し
て
い
る
。

ち
く
し
の
元
気
教
室
、
カ

ミ
ー
リ
ヤ
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
健
康
測
定
室
や
歩
行
訓

練
用
プ
ー
ル
が
あ
る
。
認

知
症
ケ
ア
パ
ス
は
今
後
、

筑
紫
地
区
も
の
わ
す
れ
相

談
医
に
も
配
布
し
た
い
。

議
員 

介
護
保
険
で
要
支

援
の
訪
問
介
護
等
は
、
近

隣
市
で
独
自
の
サ
ー
ビ
ス

が
開
始
し
、
報
酬
が
移
行

前
よ
り
安
価
に
な
り
、
事

業
所
撤
退
の
影
響
等
で
受

け
皿
を
心
配
す
る
声
が
あ

る
。
要
支
援
の
訪
問
介
護

等
の
担
い
手
の
現
状
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
受
け
皿

確
保
の
取
組
は
。

健
康
福
祉
部
長 

こ
れ
ま

で
の
訪
問
介
護
に
相
当
す

る
サ
ー
ビ
ス
は
継
続
す
る

の
で
同
様
に
利
用
で
き
る
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
を
活
用
し
た
サ

ー
ビ
ス
は
受
け
皿
作
り
が

必
要
で
、
今
後
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

重
度
障
が
い
者
・
児
入
院
時

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
の
実
施
を

他
自
治
体
の
動
向
を
注
視
す
る

家
庭
ご
み
・
事
業
ご
み
の
搬
出
状
況
は

ご
み
処
理
を
種
別
ご
と
に
適
正
処
理
の

徹
底
を
図
っ
て
い
く

コ
ミ
バ
ス
、
は
や
く
、

走
ら
せ
て
ほ
し
い
な

議
員
　
幹
線
軸
を
生
か
し

た
公
共
交
通
網
の
形
成
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

企
画
政
策
部
長
　
南
北
に

縦
断
す
る
鉄
道
路
線
に
沿

っ
て
公
共
施
設
、
商
業
施

設
、
医
療
機
関
等
が
立
地

し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら

の
施
設
間
の
ア
ク
セ
ス
を

高
め
る
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
た
い
。

こ
れ
に
東
西
を
走
る
路
線

バ
ス
、
カ
ミ
ー
リ
ヤ
バ
ス

と
の
結
節
点
を
設
け
、
将

来
的
に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
取
り
組
み
と
も
つ

な
い
で
、
全
市
的
な
移
動

環
境
の
構
築
を
目
指
す
。

議
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
路
線
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
な
い
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
地
域
公

共
交
通
会
議
で
合
意
形
成

の
協
議
が
整
い
次
第
、
広

報
、
Ｈ
Ｐ
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
で
周
知
を
し
た
い
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を

議
員
　
公
共
建
築
物
や
民

間
建
築
物
の
耐
震
化
、
市

街
地
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

安
全
対
策
、
道
路
に
面
し

た
看
板
や
ガ
ラ
ス
面
な
ど

の
落
下
物
の
安
全
対
策
、

点
検
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

総
務
部
長
　
公
共
建
築
物

は
耐
震
化
を
進
め
て
い
る
。

民
間
の
耐
震
化
や
安
全
対

策
に
つ
い
て
は
所
有
者
の

責
務
で
あ
り
、
市
と
し
て

は
資
料
な
ど
を
配
布
し
て
、

安
全
対
策
の
周
知
を
図
っ

て
い
る
。

議
員
　
避
難
経
路
が
通
行

不
能
と
な
る
前
に
避
難
準

備
、
高
齢
者
避
難
開
始
を

発
令
し
て
対
応
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
何
を
も
と
に

行
動
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

総
務
部
長
　
市
や
報
道
機

関
等
か
ら
様
々
な
情
報
が

あ
る
。
こ
れ
だ
け
に
頼
ら

ず
身
の
回
り
の
災
害
状
況

を
把
握
し
て
早
目
の
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。
そ
の

た
め
に
も
地
域
で
行
わ
れ

て
い
る
防
災
訓
練
、
講
座

等
に
参
加
し
て
、
防
災
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

議
員
　
避
難
所
開
設
は
初

め
に
市
職
員
が
行
う
と
さ

れ
て
い
る
が
、
地
域
住
民

と
の
協
働
で
避
難
所
運
営

の
体
制
を
と
る
と
い
う
訓

練
等
は
で
き
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長
　
訓
練
は
小
学

校
区
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

計
画
的
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
市
職
員
が

参
加
し
地
域
住
民
に
よ
る

運
営
が
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。

認
知
症
の
人
の
保
険

加
入
に
つ
い
て

議
員
　
久
留
米
市
で
は
認

知
症
の
人
の
徘
徊
中
の
事

故
に
備
え
市
が
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
を
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、
本
市
で
の
認

知
症
の
方
へ
の
対
応
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
本
市
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
４
市
１
町
で
取

り
組
み
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
認
知
症

高
齢
者
は
２
，
１
６
７
人

で
す
。
本
市
に
お
い
て
は

認
知
症
の
人
の
徘
徊
対
策

は
重
要
と
考
え
て
い
る
。

徘
徊
中
の
事
故
に
備
え
た

保
険
加
入
に
つ
い
て
は
新

た
な
取
り
組
み
で
あ
り
情

報
収
集
に
努
め
る
。

萩
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
等

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
補

修
整
備
等
に
つ
い
て

議
員
　
山
家
野
球
場
が
使

え
な
く
な
り
、
萩
原
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
、
や
む
を
得
ず

筑
前
町
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

使
用
し
て
い
る
。

　
萩
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
市

の
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
打
球
が
フ
ェ
ン
ス
を
越

え
民
家
や
駐
車
場
に
飛
び

込
ん
で
非
常
に
危
険
で
あ

る
が
、
危
険
防
止
の
た
め

フ
ェ
ン
ス
を
高
く
す
る
等

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長
　
現
在
は
飛
球

が
施
設
外
に
出
て
い
る
状

況
は
な
い
。
市
体
育
協
会

と
協
議
を
行
い
、
安
全
な

施
設
の
運
営
に
努
め
る
。

議
員
　
第
５
次
総
合
計
画

に
あ
る
年
齢
や
体
力
に
応

じ
た
機
会
の
充
実
を
図
る

と
あ
る
が
、
本
件
を
通
し

て
安
全
で
安
心
し
て
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
づ

く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
今
後
も
引
き
続

き
、
市
民
の
誰
も
が
安
全

で
安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
。

認
知
症
の
人
の
保
険
加
入
に
つ
い
て

新
た
な
取
り
組
み
な
の
で
、
情
報
収
集
等
に

努
め
る

幹
線
軸
を
生
か
し
た
公
共
交
通
軸
の
形
成
と
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
、
路
線
バ
ス
、

カ
ミ
ー
リ
ヤ
バ
ス
を
つ
な
ぐ

会議録の検索はこちらから
（６月定例会の一般質問は、８月下旬以降に検索できます）
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議会を知る Facebook日記 議会のタイムリーな情報をフェイスブックで
発信しています。内容の一部を紹介します。

議員１５年以上特別表彰を受賞された
（左から）鹿島康生議員、上村和男議員、赤司泰一議員

浮くっちゃボトル

要望書 （略）

　ＪＲ二日市駅西側に乗降口が設置できれば、歴史ある二日市温泉と武蔵
寺、天拝山歴史自然公園、天拝山を結ぶ、観光の一大拠点となります。
　ＪＲ天拝山駅西側には、大型商業施設のイオンモール筑紫野店があり、駅
利用客の多い西側に乗降口が設置できれば、地域住民や店舗利用者の安全性
確保・利便性向上にも繋がります。
　ＪＲ原田駅東口は、現在、朝夕の通勤時間帯において、送迎の車がとても
多く渋滞を引き起こしています。西側に乗降口があれば渋滞緩和と市の活性
化に寄与するものと考えます。
　我々は、これら地域住民の声を真摯に受け止め、行政・議会・市民一丸と
なって、ＪＲ二日市駅・ＪＲ天拝山駅・ＪＲ原田駅西側への乗降口設置の早
期実現を強く要望するものであります。
　ＪＲ各駅の利便性向上は、地域住民の安全で快適な生活に資することはも
とより、地域の産業、経済、文化の振興に大きな役割を果たす重要なもので
ありますことから、格段の御配慮を賜りますようお願い申し上げます。
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　第９４回全国市議会議長会定期総会におい
て、上村和男議員、鹿島康生議員、赤司泰一議
員が、永年の議会活動を通じ、地方自治と市政
の発展に寄与された功績に対し、議員１５年以
上特別表彰を受賞されました。

　市民の皆様のご支援・ご協力に心から感謝
いたします。先輩・同僚議員の指導のおかげ
でここまで務めることができました。今後も
市政の発展のために邁進いたします。

６月８日　議員15年以上特別表彰

議員の つぶやき

　京都府城陽市議会の議会運営委員会が「議会
報告会、議会見学会」について行政視察に来ら
れました。城陽市議会では、高校生議会見学会
をされており、今後の参考になりました。

　議会報告会や議会見学会に対して意見交換
を行い、筑紫野市議会としても今後さらに充
実させなければならないと感じました。

議員の つぶやき

　ペットボトルを利用した救命用具
の説明があり、参考になりました。
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７月１１日　行政視察の受け入れ

　筑紫野太宰府消防本部で救急救命講習（水
難事故）を受講しました。「豪雨災害時にお
ける対策」でしたが、過去の災害から学んだ
こと、筑紫野市の対策、市内の土砂災害警戒
区域等の解説、水難救助現場における活動な
ど多岐にわたりました。
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筑紫野
　意見交換が３つのテーマに分かれたワ
ークショップ形式ということで、自分が
聞きたい話だけでなく、さまざまな情報
を得られたことがとても良かったです。
　ぜひ、機会がありましたらまた参加し
たいと思います。

　７月豪雨災害で被害を受けられまし
た皆様に心よりお見舞い申し上げま

す。７月６日は、１３時から一般質問要約、各常任委員
会、議会報告会の原稿チェックの為、広報委員会を開催
していました。ところが、議員控室の雨漏り対応、鷺田
川の水位が増し、市役所の車の移動や高尾川が氾濫した
との連絡が入る等、ほとんど作業ができず、次の広報委
員会の時は、修正箇所が多数となってしまいました。
　市民の皆様にとってわかりやすい紙面となっていれば
嬉しいです。これからもより良い議会だよりを目指し、
取り組んで参ります。（山本委員）

　被災されました皆様に心よりお見

舞い申し上げます。

　筑紫野市議会といたしましては、

市と手を携え、１日も早い復興と生

活再建が図られるよう全力で取り組

む所存でございます。
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筑紫野
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広報委員会

平成30年７月豪雨災害

鹿島　康生委 員 長

副委員長 波多江祐介
委　　員

辻本美惠子・井上　剛士
古賀　新悟・山本加奈子

【今回の表紙】
市内の産業シリーズ

1861年創業　博多織最古の織元
西村織物株式会社

博多織帯、着尺、小物の製造および販売

議会報告会に参加された
井上　幸子さん

議 会 を 見 に い く Vol.8 参加者の声

◇議会報告会に参加されていかがでしたか？

ワークショップ形式が新鮮でした

編集後記


